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静岡大学名誉教授

小和田　哲男
お　わ　だ　　　てつお

　

静
岡
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
日
本
中
世
史（
戦
国
時
代
史
）。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
江
〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」な
ど
の
時
代
考
証
や
、
近
著『
黒
田
如

水
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
２
年
）な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
る
。
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い
わ
ゆ
る
「
天
下
取
り
の
三
英
傑
」
と
い
わ
れ
る

織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
の
三
人
の
中
で
、

一
番
多
く
本
を
読
ん
だ
の
は
文
句
な
く
家
康
で
あ
る
。

「
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
た
か
ら
天
下
が
取
れ
た
」
な

ど
と
い
う
と
い
い
す
ぎ
だ
が
、
信
長
や
秀
吉
が
本
を
読

み
、
歴
史
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
も
う
少
し
ち
が
っ
た
展
開

に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

家
康
の
本
好
き
は
、
家
康
の
侍
医
で
あ
り
側
近
で
も

あ
っ
た
板
坂
卜
斎
の
証
言
が
あ
る
。
卜
斎
の
著
し
た
『
慶

長
記
』
に
よ
る
と
、『
延
喜
式
』
や
『
吾
妻
鏡
』
と
い
っ

た
和
本
だ
け
で
な
く
、『
論
語
』『
中
庸
』『
史
記
』『
漢
書
』

『
六
韜
』『
三
略
』『
貞
観
政
要
』
を
よ
く
読
ん
で
い
た
と

い
う
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、『
六
韜
』『
三
略
』
は
中
国
の
兵
法

書
で
あ
る
が
、
和
本
に
し
て
も
、
中
国
の
典
籍
に
し
て
も
、

歴
史
書
の
多
い
の
に
気
が
つ
く
。
家
康
は
歴
史
書
が
好
き

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
鎌
倉
幕
府
創
業
の
歴
史
が
書

か
れ
て
い
る
『
吾
妻
鏡
』
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
本
好
き
の
家
康
が
私
設
の
図
書
館
を
作
っ
て
い
た

こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
家
康
は
慶
長
十
年
（
一
六
〇

五
）
に
将
軍
職
を
子
の
秀
忠
に
譲
り
、
自
ら
は
大
御
所
と

な
っ
て
、
二
年
後
、
駿
府
城
に
移
っ
た
が
、
駿
府
城
の
中

に
、「
駿
河
文
庫
」
と
い
う
図
書
館
を
作
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
蔵
書
数
は
千
部
、
一
万
冊
に
お
よ
ん
で
い
た
と
い

う
。
中
に
は
、『
周
易
』
や
『
斉
民
要
術
』
と
い
っ
た
中

国
の
典
籍
に
ま
じ
り
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
ほ
か
、

『
源
平
盛
衰
記
』
と
い
っ
た
お
な
じ
み
の
本
も
含
ま
れ
て

い
た
。

　

本
の
蒐
集
に
も
熱
心
で
、
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
直
江
兼
続
が
珍
し
い
本
を
も
っ
て
い
る

の
を
知
っ
た
家
康
は
、
兼
続
に
貸
与
を
願
い
出
、
書
写
さ

せ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
兼
続
と
い
え
ば
、
あ
の
有

名
な
「
直
江
状
」
で
家
康
を
怒
ら
せ
た
武
将
で
、
関
ヶ
原

の
戦
い
の
と
き
の
敵
対
者
で
あ
っ
た
。
家
康
の
本
好
き
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
っ
て
よ
い
。

「
徳
川
家
康
が
作
っ
た
図
書
館
」

『
続
・
西
田
幾
多
郎
と
い
う
人
』

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問　
　

粕
谷　

一
希

　

西
田
幾
多
郎
ほ
ど
悪
口
を
叩
か
れ
た
人
は
い
な
い
。
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
戦
争
中
に
西
田
哲
学
が
も
て
は
や

さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
横
暴
な
陸
軍
を
押
え
る
た

め
に
、
海
軍
が
京
都
学
派
と
組
ん
だ
た
め
だ
ろ
う
。

　

自
由
主
義
的
な
人
々
が
排
斥
さ
れ
た
あ
と
、
近
衛
文
麿

と
西
田
学
派
は
軍
部
に
対
し
て
最
後
の
砦
と
な
っ
た
感
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
文
芸
春
秋
社
の
池
島
信
平
さ
ん
は
、
電

車
の
車
内
吊
り
を
見
て「
リ
ベ
ラ
ル
に
感
じ
ら
れ
て
う
ら

や
ま
し
く
思
っ
た
」と
回
顧
し
て
い
る
。
そ
れ
が
戦
後
は

戦
争
協
力
の
名
の
下
に
断
罪
さ
れ
た
。

　

今
日
で
は
上
田
閑
照
氏
の
書
か
れ
た
伝
記
が
も
っ
と
も

客
観
的
で
、
西
田
幾
多
郎
へ
の
敬
意
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

上
田
さ
ん
は
昭
和
二
十
年
東
京
か
ら
京
大
へ
入
っ
た
世
代

で
、
戦
時
下
の
最
後
の
人
で
あ
る
。
西
谷
啓
治
の
弟
子
で

あ
っ
た
。
西
谷
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
ド
イ
ツ
の
レ
ク
ラ
ム
文

庫
を
売
り
払
っ
て
食
事
代
に
換
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

西
田
さ
ん
は
昭
和
二
十
年
六
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら

直
接
の
話
は
聞
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

唐
木
順
三
氏
の
回
想
に
よ
る
と
、
西
田
さ
ん
の
講
義
に

は
学
生
だ
け
で
な
く
、
同
窓
会
の
人
々
、
ま
た
助
教
授
の

和
辻
さ
ん
た
ち
ま
で
が
聴
講
し
て
い
た
と
い
う
。
西
田
幾

多
郎
の
話
は
一
種
の
雄
弁
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
西
田
さ

ん
は
京
大
哲
学
科
の
創
設
者
で
あ
り
、
そ
の
一
人
、
一
人

と
の
対
話
と
忠
告
が
行
き
届
い
て
い
た
。
波
多
野
精
一
、

田
辺
元
、
和
辻
哲
郎
、
九
鬼
周
造
、
み
な
西
田
さ
ん
が
京
大

に
引
っ
張
っ
た
人
々
で
あ
る
。
そ
の
人
々
が
皆
最
期
ま
で

西
田
さ
ん
を
尊
敬
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
東
大
で

は
み
ら
れ
な
い
。
規
模
が
京
大
は
小
さ
か
っ
た
せ
い
も
あ

ろ
う
が
、
西
田
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
原
勝
郎
も
、
新
村
出
も
、

狩
野
君
山
も
皆
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
学

派
を
形
成
し
て
う
ら
や
ま
し
い
人
間
関
係
で
あ
る
。

　

こ
の
濃
密
な
関
係
を
田
舎
者
と
見
る
か
ど
う
か
は
立
場

に
よ
っ
て
ち
が
う
だ
ろ
う
。
21
世
紀
の
日
本
の
大
学
も
、

こ
う
し
た
学
問
共
同
体
を
再
構
築
し
て
よ
い
と
思
う
。
政

治
団
体
と
結
ぶ
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
。

図書館の運営体制
　平成２４年度がスタートし
ました。新入生、新社会人

の皆さんにとっては、人生節目のスタートです。おめでとうご
ざいます。
　図書館も新年度を迎え、気持ちを新たにスタートしました。
今回は図書館の運営体制についてお知らせしたいと思います。
今から１５年前の平成１０年度までは区の常勤職員がすべての
図書館を運営していました。が、現在は区の常勤職員、非常
勤職員と民間事業者で運営しています。区の常勤職員に限っ
てみれば平成１０年度に１００名いた職員が、平成２３年度には
２６名と約１／４になりました。一方、図書館のサービスに直接
従事している非常勤職員には３つの職種があり、６４名が在籍
しています。そして、常勤職員だけの時代には司書資格を持

つ者はごくわずかでしたが、非常勤職員は全員が司書資格を
有しており水準の高いサービスの提供に寄与しています。そ
の非常勤職員の一つ目の職種は、平成１１年度から採用が始
まった図書館奉仕員で、主な業務はレファレンス（読書相談）
業務や選書、区立学校との連携業務などです。二つ目は平成
２１年度から始まった図書館運営専門員です。こちらは館の庶
務事務や連絡調整を主としますが、レファレンス業務などサ
ービス業務にもあたっています。最後に、点字図書館で視覚
障害者のために点字図書館業務を担当している点字指導員が
います。
　このように時代の流れとともに図書館の運営体制も変わって
きていますが、新年度にあたり、来館者の皆さまに喜ばれる図
書館を目指して、より一層サービス向上に努めてまいります。

じ
ょ
う
が
ん

し
ゅ
う
し
ゅ
う

ぼ
く
さ
い

り
く
と
う

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
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「
都
市
を
読
む
こ
と
の
面
白
さ
」

２０１１年度図書館経営協議会委員

根岸　博之











































































法政大学建築学科教育技術員。江東・墨田にて水の都市に関する研究、
府中・国分寺にて郊外地域資産に関する研究などのほか、子どもの建築ワ
ークショップも数多く実施。

11

－豊島区の歴史・文化がわかる本⑨－
ご案内：秋山　伸一（あきやましんいち）　郷土資料館　学芸員

　

東
京
の
都
市
の
こ
と
を
知
り
た
け
れ
ば
、
こ
の
本
を
ま
ず
手
に

取
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。
出
版
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
25
年
以
上

の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
色
褪
せ
る
こ
と
も
な
く
、
よ
り
輝
き
を

ま
し
て
き
て
い
る
。
自
分
が
生
ま
れ
た
年
に
出
版
さ
れ
た
本
と
い

う
運
命
め
い
た
つ
な
が
り
も
、
こ
の
本
を
特
別
な
一
冊
に
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
東
京
の
空
間
人
類
学
』は
、
著
者
が
、
地
図
を
片
手
に
実
際
に

ま
ち
を
歩
き
、
都
市
の
中
に
隠
さ
れ
た
歴
史
を
発
見
し
、
都
市
・
東

京
の
特
徴
を
解
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
古
地
図

を
持
っ
て
東
京
の
ま
ち
を
歩
い
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
現
在
の
東
京

の
中
に
、
江
戸
の
都
市
の
遺
伝
子
が
生
き
続
い
て
い
る
こ
と
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
は
、
世
界
の
数
々
の
都
市
と
比
較
し

た
と
き
に
、
東
京
を
歴
史
が
残
ら
な
い
都
市
と
し
て
捉
え
て
し
ま
い

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
ま
ち
の
見
か
た
を
変
え
て
み
る

だ
け
で
、
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る
何
で
も
な
い
灰
色
の
風
景
が
、

急
に
極
上
の
風
景
に
見
え
て
く
る
の
だ
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
謎
め
い

た
暗
号
を
解
き
明
か
す
探
偵
の
よ
う
に
、
時
空
の
パ
ズ
ル
を
解
き
明

か
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
。

　

東
京
を
見
て
い
く
た
め
に
筆
者
が
注
目
し
た
の
が
、「
地
形
」と

「
水
」で
あ
る
。
江
戸
の
都
市
は
、
ま
さ
に
自
然
環
境
を
最
大
限
活

か
し
て
つ
く
ら
れ
た
都
市
で
あ
る
。
主
要
な
道
は
武
蔵
野
台
地
が
つ

く
り
出
す
尾
根
や
谷
筋
を
通
り
、
丘
の
上
に
は
大
名
屋
敷
が
、
低
地

部
分
や
埋
立
地
に
は
町
人
地
が
つ
く
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
山
の
手
と

下
町
だ
。
こ
う
し
た「
地
形
」を
う
ま
く
利
用
す
る
一
方
、
江
戸
は

「
水
」の
都
市
で
あ
っ
た
。
い
ま
で
は
想
像
つ
か
な
い
ほ
ど
の
河
川
や

掘
割
が
都
市
内
を
め
ぐ
り
、「
水
」を
通
じ
て
物
資
や
人
が
行
き
交

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

い
ま
私
た
ち
は
、
古
い
地
図
を
片
手
に
、
一
歩
ま
ち
に
出
て
み
れ

ば
、
東
京
の
都
市
が
受
け
継
い
で
き
た
時
代
の
深
み
を
そ
の
足
か
ら

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の
個
性
と
は
何
か
、
と
叫
ば
れ
る
時

代
に
お
い
て
、
そ
こ
に
解
答
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
確

か
に
歴
史
は
、
現
在
い
る
そ
の
足
元
に
、
目
の
前
の
風
景
の
中
に
、

存
在
し
て
い
る
。

あかちゃんおはなし会

千早図書館運営専門員

橋本　奈央子

巣鴨の賑わいのことを調べているのですが…。

『東京の空間人類学』
陣内秀信著
発行：筑摩書房
※文庫版は、ちくま学芸文庫

　私が常に思うことは、経験したことや習得

したことを着実にひとつずつ積み上げ成果に

繋げていくことである。図書館では日常業務

に加えて、来館者への応対や、子どもたちと

の館内行事、館外への出張サービス、内部・

外部研修とやらなければならないことが次々

と迫ってくる。

　そのような中で、怠ってはならない大事な

ことが、ひとつひとつの事柄を確実におこな

い、得られた情報を身につけそれを実践で活

かしていくことである。それを繰り返しひと

つずつ積み上げれば成果となってあらわれ、

やりがいに繋がり次の原動力になると思って

いる。

　実際その成果があらわれてきているもの

がある。それは、あかちゃんおはなし会の参

加人数の増加である。昨年比でおはなし会

参加者の人数が２倍になっている。私たちは

図書館に足を運んでいただいた親子に、どん

な工夫をしたら喜びや本への親しみを感じて

もらえるか。そして、どうしたら次も参加し

たいと思ってもらえるか。準備段階から担当

者で意見交換を繰り返し、新たな試みを実践

しながらよりよい反応が得られる理想のかた

ちを目指してきた。まず、１回のおはなし会

で終わるのではなく、2～3週に渡り同じ手あ

そび、わらべ歌を実演し覚えてもらう工夫を

した。さらに、おはなし会の部屋の設営、雰

囲気づくりを工夫し、千早図書館のキャラク

ターを頻繁に起用し実演で使用してきた。こ

れらの結果、徐々に参加者が増え、おはなし

会終了後に、「楽しかった」「ありがとう」と声

をかけてくださることが増えた。

　これはひとりの力によるものではない。各

個人が得た情報を共有し、刺激しあいながら

担当者一丸となって、チームで取り組んでき

たことがこのうれしい結果に繋がったのだと

思う。一人ひとりが積み上げてきたことを、

全体で連結させたこの成果を、今後も持続さ

せて図書館の活性化を図っていきたい。

　豊島区を代表する集客地と言えばやはり池

袋。地名の由来や池袋駅の成り立ちなどについ

ての問い合わせは、毎日のように寄せられます。

そうした中、巣鴨の賑わいに関する問い合わせも

意外に目立ちます。“おばあちゃんの原宿”として

知られる巣鴨地蔵通り商店街にまつわるものが

多くを占め、大学生・大学院生が自身の研究テー

マとして扱う場合も見られます。

　昨今注目を浴びている巣鴨という地域は、江

戸時代には五街道のひとつである中山道沿いに

開けた町でした。江戸時代の後半には、巣鴨の

植木屋たちによる菊づくりが人気となり、多くの

菊見客でこの界隈がごった返す時期も見られまし

た。つまり、巣鴨の地が“おばあちゃんの原宿”

と呼ばれるようになる１５０年以上前の段階で、

〈賑わい〉や〈集客〉の素地はすでに形成されつ

つあったと言えるでしょう。江戸時代の巣鴨の賑

わいについては、『豊島区史　通史編１』、『Ａ・Ｌ
Ａ・ＳＵＧＡＭＯ〈あ・ら・すがも〉』〈郷土資料館
企画展図録〉の記述を参照して下さい。
　さて、以下に紹介する本は、比較的新しい時

代の巣鴨の〈賑わい〉や〈集客〉について書かれ

たものです。

　『おばあちゃんの原宿　巣鴨とげぬき地蔵
の考現学』（川添登編著、平凡社、１９８９年）は、
とげぬき地蔵（高岩寺）に人々が集まる理由やそ

の傾向について、今から二十数年前のデータな

がら、歴史、ファッション、行動追跡などの面から

分析しているユニークな一冊です。『とげぬき地
蔵商店街の経済学』（竹内宏著、日本経済新聞
社、２００５年）は、地蔵通り商店街になぜシニア

世代が多く集まるのか？  という素朴な疑問につ

いて、様々な切り口から分析したものです。また、

『座談会集　巣鴨のむかし　第１～４集』（巣鴨
のむかし編集委員編、巣鴨のむかしを語り合う

会、１９８９～２０００年）は、地元に長年居住され

てきた方 （々巣鴨のむかしを語り合う会）により何

年にもわたって行ってきた座談会の様子をまとめ

たものです。巣鴨・大塚の地で明治・大正・昭和・

平成を生き抜いてこられた皆さんによる貴重な証

言集になっています。

　なお、今日でいう「巣鴨」の範囲は、多くの場

合ＪＲ巣鴨駅を中心とする比較的狭い地域を指し

ますが、江戸時代から明治時代前半期の「巣鴨

村」は、現在の豊島区巣鴨１－５丁目、西巣鴨１

－４丁目、北大塚１－３丁目、南大塚１－３丁目、

東池袋２̶ ５丁目、上池袋１－４丁目（一部）など

を含む広大な面積を有していました。現在のサン

シャインシティ付近（東池袋３丁目）には、かつて

巣鴨刑務所（時期によって巣鴨監獄・東京拘置

所・巣鴨プリズンとも）があったことも、上記の説

明でご理解いただけるかと思います。

※雑誌『巣鴨百選』のバックナンバー（第１号～第２０５号）も
参考にしてください。

『東
陣内
発行
※文

かいわい
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豊島区図書館専門研究員　水谷　千尋
１９３７年生。東大農業経済学科卒。㈱学研教養図書出版室長、
秀潤社社長、豊島区新中央図書館有識者懇談会委員を経て現職。

　

田
口
卯
吉
と
根
津
嘉
一
郎
（
初
代
）
を
語
る
う
え
で
、

触
れ
て
お
き
た
い
人
物
が
い
る
。

　

明
治
５ 

年
（
１
８
７
２
）
新
橋
・
横
浜
間
に
初
め
て
鉄

道
が
開
通
し
た
。
当
時
多
摩
川
を
渡
る
六
郷
橋
梁
は
、
外

貨
不
足
で
鉄
橋
材
を
輸
入
で
き
ず
木
造
と
な
っ
た
。
そ
れ
を

浮
世
絵
師
昇
斎
一
景
の
錦
絵
や
右
の
写
真
が
物
語
っ
て
い

る
。
橋
脚
に
は
深
川
木
場
か
ら
舟
運
で
運
ば
れ
た
松
材
を

使
い
、
欄
干
は
檜
材
を
菱
形
に
組
ん
だ
。
そ
の
後
腐
蝕
が

進
み
、
明
治
10
年
に
は
鉄
製
に
替
え
か
け
ら
れ
た
。

　

橋
梁
工
事
は
英
国
人
技
師
の
指
揮
下
、
江
戸
市
中
と
び

職
・
石
工
た
ち
職
人
集
団
が
工
事
を
行
っ
た
。
と
び
頭
小
川

勝
五
郎
は
、
英
国
人
技
師
の
作
業
を
職
人
勘
で
会
得
、
以

後
東
海
道
線
富
士
川
鉄
橋
や
大
井
川
鉄
橋
に
も
関
わ
っ
た
。

　

関
東
地
方
で
は
、
利
根
川
の
鉄
橋
架
設
は
難
題
中
の
難

題
で
あ
っ
た
。
東
北
本
線
の
利
根
川
鉄
橋
工
事
は
水
害
等
で

難
航
、
明
治
18
年
７
月
大
宮
・
宇
都
宮
間
開
通
後
１
年
近

く
は
、
利
根
川
手
前
で
乗
客
は
降
ろ
さ
れ
、
舟
で
渡
り
、

対
岸
で
別
列
車
に
乗
車
さ
せ
ら
れ
た
。
工
事
は
小
川
勝
五

郎
の
と
び
職
集
団
が
一
役
買
い
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
６

月
に
竣
工
し
た
。

　

田
口
卯
吉
は
明
治
23
年
両
毛
鉄
道
開
通
式
社
長
謝
辞
で
、

前
橋
西
岸
利
根
川
鉄
橋
が
二
度
の
洪
水
を
経
て
も
工
事
期

間
２
年
半
で「
神
速
に
」完
成
し
た
の
は
、
一
つ
に「
御
雇
技

師
小
川
勝
五
郎
君
を
し
て
工
事
担
当
せ
し
め
た
」と
語
っ
た
。

　　

根
津
嘉
一
郎
（
初
代
）
は
、
明
治
38
年
に
東
武
鉄
道
経

営
を
引
き
受
け
、
利
根
川
以
北
の
館
林
・
太
田
・
足
利
・
桐
生
・

伊
勢
崎
な
ど
生
糸
機
業
地
帯
に
路
線
を
伸
ば
し
て
い
く
。

し
か
し
、
埼
玉
・
群
馬
県
境
の
利
根
川
に
延
長
５
９
１
Ｍ
の

鉄
橋
を
架
け
る
た
め
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

莫
大
な
資
金
の
調
達
と
早
期
竣
工
で
あ
っ
た
が
、
明
治
39
年

４
月
に
着
工
、
洪
水
で
レ
ー
ル
を
流
さ
れ
た
が
、
１
年
４
ヶ

月
後
の
明
治
40
年
８
月
に
竣
工
し
た
。
こ
の
工
事
に
も
小
川

勝
五
郎
の
貢
献
が
あ
り
『
東
武
鉄
道
百
年
史
』
で
「『
鉄
橋

の
小
川
』『
架
橋
の
名
人
』
と
い
わ
れ
た
。」
と
彼
を
顕
彰

し
て
い
る
。

　

こ
の
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
、「
当
時
わ
が
国
の
代
表
的
な

輸
出
品
で
あ
っ
た
絹
織
物
を
産
す
る
両
毛
地
帯
と
東
京
を
最

短
の
ル
ー
ト
で
結
び
、
近
代
国
家
の
興
隆
を
図
ろ
う
と
す
る

先
人
の
高
い
志
」（
同
書
序
文
よ
り
）
が
漸
く
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

田
口
卯
吉
の
名
著
『
日
本
開
化
小
史
』（
明
治
15
年
刊
）

で
は
、
神
代
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
、
日
本
の
歴
史
の
発
展
開

化
に
は
、
宗
教
思
想
・
教
育
・
文
芸
か
ら
生
活
文
化
面
各
々

の
分
野
で
発
展
が
あ
り
、
開
化
に
は
財
貨
の
発
展
と
い
う
経

済
史
的
側
面
を
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
財
貨
の
蓄
積

に
は
、
農
業
技
術
の
改
良
、
養
蚕
・
絹
織
物
の
職
人
技
術
や
、

小
川
た
ち
の
建
築
土
木
の
高
度
な
職
人
芸
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
と
解
釈
で
き
る
。

　

田
口
は
な
お
同
書
で
「
社
会
の
進
歩
す
る
や
職
業
の
種
類

日
々
に
相
分
れ
凡
百
の
貨
物
を
製
生
し
、
人
間
の
需
要
を

満
た
さ
ん
と
す
、
其
職
の
分
れ
貨
物
の
出
る
以
て
文
運
の
進

む
を
表
す
べ
し
」
と
論
じ
る
。

　　　

両
毛
生
糸
絹
織
物
の
「
貨
物
を
出
る
」
鉄
道
ル
ー
ト
を

開
い
た
の
が
両
毛
鉄
道
、
つ
い
で
東
武
鉄
道
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
伴
う
「
職
業
日
々
に
相
分
れ
」
の
分
業
が
あ
り
、
生

糸
輸
出
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
上
州
人
二
人
が
い
た
。

　

一
人
は
、
富
岡
製
糸
場
近
く
、
吉
井
町
生
ま
れ
の
堀
越

角
次
郎
で
、
幕
末
江
戸
日
本
橋
で
西
上
州
織
物
問
屋
を
開

く
。
あ
る
機
会
か
ら
福
沢
諭
吉
の
知
遇
を
得
、
経
済
知
識

や
商
売
勘
の
鋭
さ
か
ら
諭
吉
の
財
政
運
営
を
任
さ
れ
た
。

　

横
浜
に
支
店
を
出
す
時
に
、
生
糸
織
物
輸
出
が
日
本
に

不
利
な
外
国
為
替
レ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

福
沢
の
近
代
的
外
国
為
替
銀
行
設
立
論
の
実
現
を
痛
感
し

た
。
角
次
郎
は
有
力
者
に
出
資
を
説
得
し
た
が
、
躊
躇
す

る
こ
と
甚
だ
し
く
、
自
ら
大
株
主
に
な
り
、
頭
取
に
は
要
人

が
就
任
、自
身
は
裏
方
に
ま
わ
っ
た
。
明
治
13
年（
１
８
８
０
）

開
業
し
た
の
が
横
浜
正
金
銀
行
で
あ
る
。
近
代
史
で
外
国

為
替
貿
易
決
済
に
果
た
し
た
役
割
は
言
を
ま
た
な
い
。

　

も
う
一
人
は
、
幕
末
桐
生
北
部
、
水
沼
生
ま
れ
の
新
井

領
一
郎
で
、
横
浜
開
港
場
で
外
国
商
人
に
買
わ
れ
る
不
利

な
輸
出
条
件
に
屈
せ
ず
、
自
ら
渡
米
し
、
直
接
生
糸
を
販

売
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
出
発
に
際
し
、
群
馬
県
令
楫
取

素
彦
夫
妻
に
挨
拶
に
行
っ
た
。
夫
人
が
座
を
外
し
、
紫
の
錦

を
奉
持
し
て
膝
を
つ
き
、「
こ
れ
は
兄
吉
田
松
陰
の
形
見
の

短
刀
で
す
。
兄
の
魂
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
魂

は
兄
の
夢
で
あ
っ
た
太
平
洋
を
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

安
ら
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。」
と
、
領
一
郎
は

謹
ん
で
拝
受
し
、
信
頼
に
値
す
る
人
間
に
な
る
こ
と
を
誓
っ

た
。
渡
米
中
終
始
短
刀
を
帯
同
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
新
井
商

会
を
興
し
、
生
糸
直
接
輸
出
販
売
を
大
い
に
広
め
、
在
米

日
本
人
を
ま
と
め
、
日
本
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た
。
孫
娘

ハ
ル
・
松
方
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が
著
書
『
絹
と
武
士
』
で
祖

父
領
一
郎
を
語
る
。
堀
越
角
次
郎
、
小
川
勝
五
郎
共
々
「
生

糸
を
め
ぐ
る
明
治
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
人
」
で
あ
る
。
角
次
郎
、

勝
五
郎
の
言
葉
は
残
っ
て
い
な
い
。
三
人
は
互
い
に
そ
の
存

在
す
ら
知
ら
な
い
。

（
つ
づ
く
）

明治４年に完成した六郷橋梁。翌年より新橋・横浜間の汽車が通った。
（写真協力：大田区立郷土博物館）

田口卯吉田口卯吉と根津嘉一郎根津嘉一郎
二人の「明治ルネッサンス人」  二人の「明治ルネッサンス人」  二人の「明治ルネッサンス人」  
田口卯吉と根津嘉一郎

（初代）

生
糸
輸
出
の
ワ
ザ
を
分
か
ち
あ
っ
て

暴
れ
川　
利
根
川
橋
梁
を
は
さ
ん
で

 　中央図書館に併設している点字図書館「ひかり文庫」で活動しているボランティアグループの一つに

「ひかり文庫朗読会」があります。普段の主な活動は、視覚障害の方に貸し出す録音図書の朗読（音訳）

をしたり、希望する方に図書などを直接読む対面朗読を行っています。

　その「ひかり文庫朗読会」が、約２０年に渡り製作に取組んできた『赤い鳥』大正７年７月号から昭和１１

年１０月発行鈴木三重吉追悼号まで全１９６冊の録音図書が、この度全て完成致しました。

　『赤い鳥』は鈴木三重吉が、豊島区目白で創刊した童話と童謡の児童雑誌です。しかし児童雑誌とは

いえ内容はかなり高度であり、旧仮名遣いや複雑な旧漢字がたくさん使ってあります。また当時は印刷技

術が未熟だったためか、誤字、脱字、誤植が所々にあり、どの様に読んだらよいかボランティアの方 も々

大変苦労したようです。その反面、読んでいく事の楽しさや充実感も感じられたようで「日本語の美しさと

話し言葉に伝える力を感じ、読み終えた充実感は大きかった。」「旧仮名で書かれた文章を読んでいると、

今よりゆったりした時間の流れを感じ、日本の原風景が見えるようで楽しかった。」等の感想も聞かれました。

　この機会に是非、多くの視覚障害の方に「ひかり文庫朗読会」が製作に携わっている録音図書をお聞

きいただけたらと思います。

「ひかり文庫朗読会」が『赤い鳥』（全１９６冊）の録音図書を完成させました！

2

開通後間もない東武鉄道伊勢崎線利根川橋梁
＜岩田武氏所蔵＞（協力：東武博物館）

よ
う
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さ
い
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び
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ほ
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こ
し

か
く
じ
ろ
う

ち
ゅ
う
ち
ょ

は
な
は

よ
こ
は
ま
し
ょ
う
き
ん
ぎ
ん
こ
う

か 

と
り

も
と
ひ
こ
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中央図書館

日 月 火 水 木 金 土

駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白・千早図書館

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー

日 月 火 水 木 金 土

4　

月

5　

月

6　

月

開館時間
平　日 午前１０時～午後１０時
土日祝 午前１０時～午後 ６ 時

開館時間
平　日 午前１０時～午後７時
土日祝 午前１０時～午後５時

開館時間
平　日 午前9時～午後７時
土日祝 午前9時～午後５時

■は休館日●は土日祝

　

５
月
21
日
午
前
６
時
19
分
８
秒
。
こ
れ
って
何
だ
か
わ
か
り
ま
す
？　

そ
う
で
す
、
皆
既

日
食
が
豊
島
区
で
始
ま
る
時
間
で
す
。
さ
ら
に
、
今
回
は
太
陽
が
リ
ン
グ
状
に
欠
け
て
見

え
る
金
環
日
食
で
す
。東
京
で
金
環
日
食
が
見
ら
れ
る
の
は
、１
７
３
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。

最
大
食
の
時
間
は
、
午
前
７
時
34
分
35
秒
。
晴
れ
る
と
い
い
な
〜
。
そ
う
だ
！　

日
食
メ
ガ

ネ
を
買
わ
な
く
ち
ゃ
。（
新
）

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

4月 5月 6月幼児・小学生 あかちゃん
子ども読書の日スペシャルおはなし会

開催日時・場所 内　　　容

図書館カレンダー
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毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。
遊びに来てくださいね。

◆児童・あかちゃんおはなし会

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報
各図書館の連絡先

□中 央 図 書 館 3983-7861
□駒 込 図 書 館 3940-5751
□巣 鴨 図 書 館 3910-3608
□上池袋図書館 3940-1779
□池 袋 図 書 館 3985-7981
□目 白 図 書 館 3950-7121
□千 早 図 書 館 3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー 3590-1335

◆千早進歩自由夢（４月例会）
　講演会および音楽鑑賞会「クラシックよ永遠に」
日　　時　４月２１日（土）　１０時から１２時（開場：９時４５分）
会　　場　名曲喫茶ショパン　（豊島区高松２－３－４）
集合場所　９時３０分　千早図書館正面玄関前集合
　　　　　または、９時４５分　名曲喫茶ショパンに現地集合
講　　師　宮本英世氏（名曲喫茶ショパン店主）
内　　容　豊島区高松にある名店「名曲喫茶ショパン」。喫茶店経営

の傍ら、評論・プロデューサーなどクラシック一筋に生き
てこられた店主・宮本英世氏に、音楽とともに歩んだ人生
を語っていただくとともに、クラシックや音楽業界にまつ
わるエピソードなども楽しくお話ししていただきます。
「名曲喫茶ショパン」の店内で名曲を聴きながら、宮本氏
が語る音楽の世界のひとときをお楽しみください。
※ワンドリンク制（ドリンク代は自己負担です）。

講師略歴　埼玉県生まれ。日本コロムビア、リーダーズ・ダイジェスト
社、トリオ（現ケンウッド）系列会社社長を経て、現在は名
曲喫茶「ショパン」の経営ならびに音楽評論・著述など。主
な著書に『レコード手帳』『クラシック名曲手帳』など多数。

人　　数　２０名（事前申込制。先着順。４月１日より募集開始予定。
詳しくは千早図書館に電話でお問い合わせになるか、千
早図書館内の掲示や「広報としま」をご覧ください）

◆千早進歩自由夢（５月例会）
　史跡散歩「東京大学本郷キャンパスを歩き、
　東京大学の文化施設を見学する」
日　　程　５月１８日（金）
集合場所　１２時５０分　東京メトロ有楽町線副都心線・千川駅改札

前集合
または、１３時３０分　東京大学本郷キャンパス赤門前集合

旅程内容　赤門や安田講堂など歴史的建造物が数多く残る東京大
学本郷キャンパスを散策します。また、東京大学総合図書
館と東京大学総合研究博物館に入館して、内部を見学し
ます。（東京大学総合研究博物館では、ボランティアのか
たによる解説が付きます。）
※東京大学の各施設の見学には料金はかかりませんが、
東京大学までの交通費は自己負担です。

◆千早進歩自由夢（６月例会）
　紙芝居上演会「紙芝居あれこれ＜続＞」
日　　時　６月１６日（土）　１０時から１２時（開場：９時３０分）
会　　場　千早図書館　２階　視聴覚室
講　　師　紙芝居師・じゃんぼ氏
上演内容　第１部は「紙芝居アラカルト」と題して、おもしろ紙芝居を

次々と上演。もちろん、街頭紙芝居やクイズもあります。
第２部は「紙芝居探検̶はじまりからいろいろ紙芝居̶」
と題して、紙芝居の歴史に焦点を当てます。立絵からはじ
まった紙芝居が今日に至るまでどのような発展をしたの
かを、説明を交えて上演していただきます。

講師略歴　劇団での活動後、一人での表現を追求中。街頭紙芝居、
一人芝居「万化鏡」シリーズ。ライフワークとして、武井
武雄作品に囲まれたお噺会「イルフな時間」を開催。現在、
江戸川区で週に１・２回、水あめ、ソースせんべいなどを
売りながら紙芝居を上演中。

千早図書館友の会主催
「千早進歩自由夢月例会」
※４月例会は事前申込制。５月と６月例会は申込不要です。
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（２）会　　場　あうるすぽっと　会議室Ａ
（豊島区東池袋４-５-２ ライズアリーナビル３階 ※中央図書館と同じ建物内です）

（３）講　　師　児玉ひろ美（こだまひろみ）氏
※ＪＰＩＣ読書アドバイザー　公共図書館司書
図書館・学校・幼稚園の職員研修、ボランティア養成講座等を通じ
て子どもの読書環境を整える活動に専従。
厚生労働省社会保障審議会児童福祉文化財出版部門審議委員。
東京書籍「１０代をよりよく生きる読書案内」「同：海外編」共著
平凡社「別冊太陽　心をつなぐ読み聞かせ」「同：続編」共著

図書館では、子どもたちの読書活動の推進を図るため、区内の公共施設などで絵本の読み聞かせを行うボランティアを募集します。
参加される方には、全６回の養成講座を受講していただき　その後、ボランティア人材バンクに登録をして、活動していただきます。

（４）対　　象
原則として次の①②③④の条件を全て満たす方
①豊島区在住の方
②教育・福祉施設などで読み聞かせのボランティアの
経験がある方または、読み聞かせボランティアに関
心のある方（初心者も可）
③全講座（６回）に参加できる方
④講座受講後ボランティア人材バンクに登録し、区内
の子どもの施設などでの読み聞かせのボランティア
活動ができる方

（５）定　　員　２０名（応募申込書の内容をもとに選考）
（６）費　　用　無料
（７）申し込み　平成24年４月５日（木）～２０日（金）
所定の申込用紙に記入の上、中央図書館に１０時から
１８時までに直接お持ちください。
申込用紙は、区内各図書館で配布、または図書館ホー
ムページよりダウンロードできます。
※選考の結果は、４月２８日（土）より郵便にてお知ら
せいたします。

読み聞かせボランティア募集

（１）養成講座日程

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

講　義　内　容 講師

「
読
み
聞
か
せ
を
す
る
た
め
に
」

児
玉　

ひ
ろ
美　

氏

図
書
館

職　

員

日　　時
 ５月１１日（金）
１０：００～１２：００
 ６月１日（金）
１０：００～１２：００
 ６月８日（金）
１０：００～１２：００
 ６月１５日（金）
１０：００～１２：００
 ７月６日（金）
１０：００～１２：００

 ７月１３日（金）
１０：００～１３：３０

「活動に向けて」（講義）
オリエンテーション
「ボランティア人材バンクへの登録など」

　　　　★申し込み・お問い合わせ先★
豊島区立中央図書館　児童担当
〒170-8442
豊島区東池袋4-5-2ライズアリーナビル4・5階
TEL 03-3983-7861　FAX 03-3983-9904
ホームページ http://www.library.toshima.tokyo.jp/

「絵本を選ぶ・読む・感じる」（講義）

ワークショップ「声にだしてみましょう」
０～２才児への読み聞かせ
ワークショップ「声にだしてみましょう」
３～６才児への読み聞かせ
ワークショップ「声にだしてみましょう」
小学校低学年への読み聞かせ

「こどもと本の周辺」（講義）

「子ども読書の日」記念スペシャルおはなし会のご案内
　４月２３日は「子ども読書の日」です。各図書館では、この日を記念して、子どもたちが図
書館に親しみ本を読む楽しさにふれられるように、スペシャルおはなし会を行ないます。
　詳細は、各図書館へお問い合わせください。

★「子ども読書の日」とは★　「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、「国民の間に
広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を
行う意欲を高めるため（同法第１０条）」　に４月２３日が子ども読書の日に定められました。

★6日・おはなしこうさく会　午後2時
★27日・ボランティアによるおはなし会
　午後2時（としま♭みち草の会）

★2日・ほんのじかん　こうさくかい
　午後3時

★19日・おはなしたんぽぽスペシャル　午後2時
　詩人木坂涼さんによる著作を中心とした読み聞かせ
★26日・たんぽぽえいがかい　午後2時
 「ゴマちゃんの交通安全」（15分）

★23日・かきくけこうさく会　午後3時
 「とばしてみよう！ブーメラン」

★3日・おはなしこうさく会　午後2時

★6日・ほんのじかんスライド　午後3時

★23日・たんぽぽえいがかい　午後2時
　「ぼくは小象の消防隊」（17分）

★27日・めじろシアター　午後3時
 「ゴマちゃんの交通安全」（15分）
 「七夕さま」（10分）

中央図書館
児童コーナー

駒込図書館
（駒込地域文化
創造館）

巣鴨図書館
地下会議室

上池袋図書館
おはなしのへや
（※は地下ホール）

池袋図書館
ワークルーム

目白図書館
地下区民集会室

千早図書館
視聴覚室

日曜日
午後2時

土曜日
午後3時

（5/5はお休み）

水曜日
午後3時

水曜日
午後3時

土曜日
午後2時

水曜日
午後3時

水曜日
午後3時30分

最終日曜日
午前11時

̶

最終水曜日
午前11時

最終水曜日
午前11時※

̶

第１水曜日
午前11時

水曜日
午前10時30分

4／22（日） 午後2時～
児童コーナー

4／21（土） 午後3時～
駒込地域文化創造館　音楽室

4／18（水） 午後3時～
地下会議室

4／18（水） 午後3時～
地下ホール

4／21（土） 午後2時～
ワークルーム

4／25（水） 午後3時～
地下集会室

4／25（水） 午後3時30分～
視聴覚室

絵本の読み聞かせ、
パネルシアターなど
 

ビッグブックの読み聞かせ、
紙芝居など 

絵本の読み聞かせ、
手遊びなど

絵本やビッグブックの読み聞かせ、紙芝居、
パネルシアターなど

 

絵本、紙芝居、ビッグブック
などの読み聞かせ

 

絵本、ビッグブックの
読み聞かせなど
 

ビッグブックの読み聞かせ、わらべうた、
エプロンシアターなど

＜特別整理休館のお知らせ＞
５月 9 日（水）～５月13日（日）
５月16日（水）～５月２0日（日）
５月２3日（水）～５月２7日（日）
5月30日（水）～６月 3 日（日）
６月 6 日（水）～６月１0日（日）
６月13日（水）～６月１6日（土）
６月18日（月）～６月25日（月）
６月18日（月）～６月25日（月）

左記の日程で休館
になります。 

ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解、ご協
力をよろしくお願い
します。

千 早 図 書 館
駒 込 図 書 館
巣 鴨 図 書 館
上 池 袋 図 書 館
池 袋 図 書 館
目 白 図 書 館
中 央 図 書 館
雑司が谷図書貸出コーナー


